持続発展教材としてのペットボトル教材の改訂と大学での試行 by 松原 静郎 et al.
39




Revision of “Plastic Bottle and 3R’s” Educational Material Unit Aiming at 
Education for Sustainable Development and Trial in University 
松原 静郎＊・宮内 卓也 1
岩間 淳子 2・寺谷 敞介 3
	 ＊	桐蔭横浜大学名誉教授　1	東京学芸大学次世代教育研究センター
	 2	青山学院大学教育人間科学部　3	東京学芸大学名誉教授









































* Matsubara Shizuo: Professor Emeritus, Toin University of Yokohama. 1614, Kurogane-cho, Aoba-ku, Yokohama 225–
8503, Japan
1 Miyauchi Takuya: Associate Professor, Tokyo Gakugei University 
2 IwaMa Junko: Lecturer, College of Education, Psychology and Human Studies, Aoyama Gakuin University 
3 teratani Shousuke: Professor Emeritus, Tokyo Gakugei University 












































































































































































3 学年 43 名
B 大学（看護師養成系学科）2019 年度第 1















































表4–1 に 3 種類の液体について 10 mL 採
取してその質量を測定し、密度を算出した






















1 1.0 1.11 0.8
2 1 1.17 0.78































いた。1 班では浮き順 2 の HDPE とほぼ同
じ浮き順 3 のキャップを PS、水より密度が




























以下であるが、B 大 2 組のエタノール混合液
では 0.09 g/cm3 を示している。これには、








平均測定値 0.99 1.12 0.91
標準偏差 0.02 0.02 0.03
A2 
4 班
平均測定値 1.00 1.12 0.89
標準偏差 0.01 0.03 0.02
B1 
6 班
平均測定値 0.99 1.17 0.89
標準偏差 0.01 0.05 0.03
B2 
7 班
平均測定値 0.99 1.15 0.86
標準偏差 0.01 0.02 0.09
文献値（室温） 1.00 1.15 （～0.9）**















g/cm3 g/cm3 g/cm3 g/cm3
1 青 0.83 PP 赤 0.89 HDPE 水色 0.89 PS 黄 0.91 PET
2 青 0.98 PP 水色 1 HDPE 赤 1 HDPE 黄 1.07 PS
3 青 0.88 PP 水色 0.93 キャップ 赤 0.97 HDPE 黄 1.02 PS
注）各プラスチックの密度の文献値は次の通りである。
PP; 0.90～0.91 g/cm3, HDPE; 0.94～0.96 g/
cm3, PS; 1.05～1.07 g/cm3
注）表中の種類は、プラスチック素材は色、キャップはそ
の密度から推定する




が 11.08 g となっていたが、他の 6 班では 9 
g 前後であり、この測定が異なっていたと思
われる。この班を除く 6 班での平均測定値は



































































N=43 振返 感想 計
B 大 
N=53 振返 感想 計
利害両面 15 12 27 利害両面 7 3 10
工夫努力 9 3 12 工夫努力 3 5 8
意思決定 11 13 24 意思決定 12 15 27
学習方法 5 10 15 学習方法 0 0 0
知識獲得 12 10 22 知識獲得 29 22 51
その他 0 1 1 その他 2 4 6
無回答 0 1 1 無回答 0 4 4






























































































































（6）2 限目に行った実験案 2 では、実験目的
も理解し、器具の扱いにも慣れ、結果も良
好であった。学生もよい反応を示していた。
簡単な実験操作でも慣れが大きく関わり、
予備実験などの必要性が示唆される。
Ⅴ．おわりに
わが国の高校生は化学など理科の学習を大
切だと思っている割合が少ないが、「理科の
勉強が自然や環境保護のために必要」と考え
ていることが調査で明らかになっている（国
立教育政策研究所編、2007）。
次期高等学校学習指導要領解説理科編（文
部科学省編、2018）には、理科の目標 (3) の
後半に「自然環境の保全や科学技術の利用に
関する問題などでは、人間が自然と調和しな
がら持続可能な社会をつくっていくため、
（中略）科学的な根拠に基づいて多面的に捉
え、総合的に判断しようとする態度を身に付
ける必要がある」とある。
このように、理科で自然環境の保全や科学
技術の利用に関する問題等を扱うことは生徒
も必要と考え、授業で扱うことの要請もされ
ている。本教材もそれに対応したものとして、
試行を踏まえ、高等学校での実践に進めてい
きたい。
本論文は、日本理科教育学会第 69 回全国
大会（2019）で口頭発表した内容を加筆・修
正したものである。
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